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ラテンアメリカ国際法の理論と実践 

 

本論文は、狭義にはラテンアメリカ諸国間で適用される特別国際法を指し、広義に

はそれらの諸規則と同諸国の特徴的な実行の総称である「ラテンアメリカ国際法」に

焦点を当てる。本論文の基本的目的は以下の 2 点である。第 1 に、ラテンアメリカ諸

国が独立した 19 世紀初頭に遡って、ラテンアメリカ国際法の生成と展開の過程を検

証し、その存在理由および理論的基礎を明らかにして、ラテンアメリカ国際法の本質

を解明する。第 2 に、初めての非ヨーロッパ・脱植民地諸国として国際社会に加入し

たアメリカ大陸諸国の国際法形成への関与が、もっぱらヨーロッパ諸国間で生成され

た法規則から成っていた既存の国際法をどのように変容させ、現代の国際法に至るそ

の歴史的展開にいかに貢献したのか、そして、それらの貢献が今日においていかなる

示唆を有するのかを究明する。 
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